
- 93 -

【
『
琅
』
・
あ
と
が
き
】

ろ

う

＊

二
十
年
を
越
え
て
長
く
ご
懇
意
を
頂
い
て
い
る
廣
江
啓
子
先
生
主

宰
の
「
若
葉
会
」
第

回
コ
ン
サ
ー
ト
が
、
昨
日
、
ル
ー
テ
ル
市
ヶ

57

谷
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
た
。
毎
度
の
こ
と
な
が
ら
、
す
で
に
ピ
ア
ニ
ス

ト
と
し
て
知
ら
れ
る
お
弟
子
さ
ん
た
ち
も
参
加
し
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、

フ
ル
ー
ト
、
声
楽
な
ど
も
加
わ
っ
て
取
り
ど
り
に
楽
し
く
、
「
音

楽
」
の
醍
醐
味
を
満
喫
さ
せ
て
く
れ
る
会
だ
っ
た
。
八
〇
代
な
か
ほ

ど
に
な
ら
れ
た
廣
江
先
生
が
シ
ョ
パ
ン
の
ピ
ア
ノ
協
奏
曲-

第
一
番-

第
一
楽
章
を
中
野
祐
子
氏
と
力
強
く
重
奏
、
一
段
と
胸
を
打
た
れ
た
。

こ
の
会
の
有
り
様
か
ら
「
『
琅
』
も
ま
た
、
多
彩
な
読
み
物
を
生
む

よ
う

楽
し
い
も
の
書
き
集
団
に
な
れ
れ
ば
な
ぁ
、
と
刺
激
さ
れ
て
い
る
」

、
、
、
、

と
は
、
前
号
で
洩
ら
し
た
私
の
痛
切
な
言
葉
だ
っ
た
が
、
ま
た
し
て

も
の
思
い
で
あ
る
。

＊

本
号
は
、
記
念
す
べ
き
節
目
の

号
。
そ
れ
が
何
と
し
た
こ
と
、

30

創
刊
以
来
初
め
て
、
「
小
説
」
の
登
載
が
な
い
記
念
号
と
は
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
こ
れ
で
は
「
多
彩
な
楽
し
い
同
人
誌
」
に
は
と
て
も
の

、
、
、

こ
と
届
か
な
い
。
こ
の
一
、
二
年
、
こ
う
な
る
こ
と
を
怖
れ
、
本
誌

の
面
倒
な
割
付
・
編
集
作
業
を
松
村
茂
治
氏
に
少
し
ず
つ
移
し
て
い

き
な
が
ら
、
そ
ろ
そ
ろ
小
説
事
始
と
で
も
参
り
た
い
と
思
っ
て
い
た

が
、
そ
れ
が
未
だ
実
行
に
移
せ
な
い
。
い
か
に
も
無
念
、
何
故
書
か

な
い
、
否
、
何
故
書
け
な
い
で
い
る
の
だ
ろ
う
か
─
─
。

こ
れ
も
こ
こ
一
、
二
年
、
そ
の
心
得
を
学
ぼ
う
と
て
、
こ
れ
ま
で

に
な
い
学
習
の
心
構
え
で
、
講
読
し
て
い
る
日
経
新
聞
の
朝
夕
連
載

小
説
を
読
み
継
い
で
い
た
。
そ
れ
な
り
何
や
ら
感
得
し
て
、
構
想
を

練
り
出
そ
う
と
し
て
い
た
矢
先
、
朝
刊
小
説
が
今
の
『
迷
い
の
旅

籠
』
（
宮
部
み
ゆ
き
）
に
代
わ
っ
て
か
ら
、
冷
や
水
を
浴
び
せ
か
け

ら
れ
た
。
人
間
性
の
襞
と
言
う
か
結
び
と
言
う
か
、
は
た
ま
た
突
起

と
言
う
か
、
人
の
微
妙
な
言
動･

所
作
が
え
も
言
わ
れ
ぬ
言
の
葉
で

こ
と

嫋
や
か
に
さ
ら
り
と
描
か
れ
て
い
く
様
に
、
た
か
が
心
理
学
徒
の
端

さ
ま

く
れ
な
ど
で
は
到
底
及
び
も
つ
か
な
い
作
家
の
人
間
理
解
の
深
さ
と

表
現
力
を
見
せ
つ
け
ら
れ
、
小
説
を
書
く
な
ど
と
て
も
の
こ
と
で
は

な
い
と
、
明
々
白
々
思
い
知
ら
さ
れ
た
。
真
の
作
家
と
は
か
く
も
見

事
な
物
書
き
な
の
か
─
─
。
小
説
を
書
く
資
格
な
ど
、
自
分
の
ど
こ

に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

『
迷
い
の
旅
籠
』
で
は
、
様
々
な
形
で
人
間
の
心
や
体
と
一
体
化

し
た
化
身
が
現
れ
、
苦
し
む
人
間
を
い
つ
か
救
い
出
す
。
作
者
は
、

一
体
何
を
主
題
と
し
て
い
る
の
か
。
興
味
尽
き
な
い
題
材
を
介
し
て
、

善
悪
の
次
元
を
超
え
た
レ
ベ
ル
で
の
人
間
性
の
深
奥
を
明
か
そ
う
と

で
も
し
て
い
る
の
か
。
私
に
は
見
当
も
つ
か
な
い
。
こ
の
小
説
が
終

わ
り
、
も
し
そ
の
時
点
で
そ
れ
を
悟
り
得
た
な
ら
、
己
を
小
説
の
書

き
手
と
し
て
出
発
さ
せ
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
い
い
か
も
し
れ
ぬ
、
と

今
は
は
か
な
く
考
え
て
い
る
。
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＊

さ
て
、
本
号
評
壇
に
は
、
国
情
に
照
ら
し
て
時
宜
に
か
な
う
論
考

が
二
編
。
一
つ
は
日
文
研
・
牛
村
圭
教
授
の
「
歴
史
に
向
き
合
い
、

語
り
合
う
た
め
に
」
、
他
の
一
つ
が
東
京
学
芸
大
学
・
松
村
茂
治
名

誉
教
授
の
「
文
部
科
学
省
に
も
の
申
す
」
。
私
に
は
、
こ
の
両
稿
が

と
も
に
、
世
の
中
の
動
静
や
国
の
将
来
に
影
響
を
与
え
る
緊
要
な
問

題
を
前
に
し
て
は
け
っ
し
て
単
な
る
思
い
つ
き
や
感
情
論
で
論
っ
て

あ
げ
つ
ら

は
な
ら
ぬ
、
真
っ
当
な
文
献
を
真
っ
当
に
精
査
し
た
上
で
科
学
的
に

考
察
す
べ
し
、
と
い
っ
た
示
唆
を
持
つ
や
に
感
知
さ
れ
、
ま
た
、
両

稿
が
そ
の
ま
ま
、
そ
れ
へ
の
答
え
の
一
つ
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る

や
に
も
感
得
さ
れ
た
。
牛
村
教
授
の
文
章
中
に
は
、
「
…
（
以
上
の

拙
見
へ
の
読
者
諸
賢
の
ご
教
示
を
冀
う
）
」
の
付
言
が
あ
る
。
皆
様

の
コ
メ
ン
ト
を
、
是
非
に
も
頂
戴
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

（
４
月

日

宗
内

敦
）

11

〈
評
壇
・
執
筆
者
紹
介
〉

・
牛
村

圭
（
う
し
む
ら

け
い
）

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

教
授
。
専
攻
は
比
較
文
学
・
比
較
文
化
。
著
書
『
「
文
明
の
裁

き
」
を
こ
え
て

―
対
日
戦
犯
裁
判
読
解
の
試
み
』
（
中
央
公

論
新
社
〈
中
公
叢
書
〉
、
二
〇
〇
一
年
：
第

回
山
本
七
平
賞

10

を
受
賞
）
。
『
「
戦
争
責
任
」
論
の
真
実
』
（P

H
P

研
究
所
）
、
『
東

京
裁
判
を
正
し
く
読
む
』（
共
著
、
文
春
新
書
）
ほ
か
。

・
松
村
茂
治
（
ま
つ
む
ら

し
げ
は
る
）

本
誌
同
人
。
東
京
学
芸
大

学
を
退
官
後
に
明
治
学
院
大
学
教
授
、
東
京
学
芸
大
学
名
誉
教

授
。
専
門
は
教
育
心
理
学
、
学
校
心
理
学
。
主
著
に
「
学
級
臨

床
心
理
学
」
（
福
村
出
版
）
、
「
教
育
発
達
学
の
構
築
」
（
共
編
著

風
間
書
房
）
な
ど
。
本
誌
に
は
、
「
私
の
文
学
館
散
歩
」
「
ア

イ
・
ラ
ブ
・
パ
リ
」
シ
リ
ー
ズ
を
連
載
中
。

〈
訃
報
〉

・
同
人

小
沢
芳
治
氏

昨
年
十
二
月
一
日
、
逝
去
。
享
年

。
本
誌

72

創
刊
か
ら
参
加
。
誠
実
一
路
、
書
く
も
の
す
べ
て
愛
を
も
っ
て

取
り
組
み
、
そ
の
姿
勢
、
皆
一
様
に
範
と
し
て
き
た
。
東
北
大

震
災
で
壊
滅
し
た
陸
前
高
田
の
ご
親
族
の
救
援
に
没
頭
さ
れ
た

亡
き
ご
令
閨
の
あ
と
を
追
う
よ
う
に
没
さ
れ
た
。
合
掌
。

〈
次
号
原
稿
締
め
切
り
日
〉

九
月
末
日
。

『
琅
』
三
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